
認知症サポート医の活動等
に関する実態調査について

島根県健康福祉部 高齢者福祉課
地域包括ケア推進室
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「しまねの地域包括ケア」ポータルサイト開設

令和７年度



島根県内の認知症サポート医（ ※ 敬称略 ）

※ 認知症サポート医への相談や協力依頼など、本来の目的以外での名簿の使用はご遠慮ください



3 調査概要

１．調査時期 令和７年１０〜１１月

２．調査方法 Web調査

３．対象者 １４０名（県内サポート医数）

４．回答者 １１２名（回答率︓77.2％）



4 結果１ これまでの活動について

45.5%

32.1%

29.5%

41.3%

51.0%

35.4%

21.1%

49.0%

52.1%

39.6%

20.8%

50.0%

58.4%

39.0%

27.3%

50.6%

55.0%

42.0%

21.0%

49.3%

0% 20% 40% 60%

市町村や保健所との連携
（要請）による活動

かかりつけ医や医師会との連携
（要請）による活動

自ら又は他の認知症サポート医と
連携して実施した活動

障害年金に必要な診断書作成を
求められたことがあるか

活動したことがある人の割合
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5 結果１ これまでの活動について
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認知症初期集中支援チームのチーム員

個別の事例について対応の相談に応じる

講演会の講師

検討会、ネットワーク会議、協議会等の委員

地域ケア会議・事例検討会へ参加

市町村や保健所との連携（要請）による活動
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6 結果１ これまでの活動について
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認知症疾患医療センターへの橋渡し

かかりつけ医の研修会や意見交換会等への参画

医師会主催の認知症対策の検討会等への参画

鑑別診断や治療、対応についての相談

かかりつけ医や医師会との連携（要請）による活動
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7 結果１ これまでの活動について
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認知症サポート医の連絡会、
ネットワーク会議等を開催

講演会や出前講座等

自ら又は他の認知症サポート医と連携で実施した活動
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8 結果２ 今後の活動について
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市町村と認知症施策に
ついて検討する場の設

置・開催

圏域内のかかりつけ
医、認知症サポート
医、歯科医師、調剤薬
局等医療ネットワーク

の構築

認知症サポート医と認
知症疾患医療センター
の連携を図るための会

議の開催

認知症サポート医の役
割について学ぶ研修会

の開催

他の認知症サポート医
の活動について学ぶ研

修会の開催

認知症の診断・治療に
関する最新情報を学ぶ

研修会の開催

地域の訪問看護師や介
護支援専門員、保健師
等と顔の見える関係づ
くりのための会議の開

催

認知症サポート医同士
の連携を強化するため
の連絡会等の開催

今後活動する上で必要と思う事柄

1 2 3 4 5



9 結果２ 今後の活動について
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市町村の認知症施策に関する検討会や
ネットワーク会議への参画

かかりつけ医からの相談
（鑑別診断や治療方法等）に応じる

市町村や地域包括支援センターからの
困難事例等の相談に応じる

ケア会議や事例検討会への参画

一般住民向けの認知症講演会や教室の講師

認知症初期集中支援チーム員としての参画

認知症カフェ等の地域における交流の場への参加

今後活動したい・できると思う人
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※今回の調査から新設



10 結果２ 今後の活動について

※ 活動が難しいと思う主な理由・・・

日々の業務が忙しく時間が取れない

専門的知識が少ない

専門医の対応が望ましい



11 まとめ

● 重要視する割合が最も高いのは「認知症の診断・治療に関する最新情報を学
ぶ研修会の開催」であり、次いで「地域の訪問看護師や介護支援専門員、保健
師等と顔の見える関係づくりのための会議の開催」、「市町村と認知症施策に
ついて検討する場の設置・開催」が続いた。

● 「自ら又は他の認知症サポート医と連携して実施した活動」については、活
動割合が増加。

● その他の活動については、活動割合が減少傾向。

活動内容

サポート医として活動する上で今後必要なこと

● 「市町村の認知症施策に関する検討会やネットワーク会議への参画」、「一
般住民向けの認知症講演会や教室の講師」の割合が増加。

● 新たに選択肢を設けた「認知症カフェ等の地域における交流の場への参加」
は、約半数の方が「活動したい・できる」と回答した。

今後 “したい・できる” 活動



12 今後に向けて

● 圏域・市町村毎の連携体制の構築（市町村・保健所を中心とした）
・ 事例検討会、ネットワーク会議等の開催

⇒ 地域内の関係者（医療・介護・行政等）との連携強化

● 地域連携の推進（県・認知症疾患医療センターを中心とした）
・ 地域の認知症専門医療に係る研修の実施
・ 認知症サポート医の制度周知

⇒ 地域における交流の場への参加、住民向けの普及啓発への協力

連携体制の強化

● 認知症サポート医向け研修会の開催（県・圏域毎）
・ 認知症研修会、認知症サポート医フォローアップ研修等の開催継続

⇒ 認知症サポート医のスキルアップ（知識・専門性）

サポート医の資質向上


